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伊賀市議会との意見交換会が開催されました 
 

11 月 11 日（金）午後 7 時から伊賀市議会と壬生野地域まちづくり協議会との意見交換会が 

開催されました。伊賀市議会からは百上議員（班長）、上田議員、濱瀬議員、赤堀議員の 4 名が 

出席され、まちづくり協議会からは、会長、副会長、各地区区長、事務局らが出席、また 5 名の 

方の傍聴がありました。 

     

本年度の意見交換会の議題は、①市長選挙と市議会議員選挙の同日選挙について、②自治セン 

ター化についての 2 件であり、1 件目の議案については市議会から全地域への統一案件でした。 

  本件は議長の公約により地域に意見を求めるものであり従来の市長選挙 11 月、市議会議員選挙 

  3 月となっているものを同日に執行しようとするものです。その理由は選挙事務経費の削減や投 

票率の向上などが挙げられますが、地域からは更なる議員定数の削減などの意見が出されました。 

        
 2 件目は、自治センター化についての議題です。本件は市町村合併以降一斉に自治センターに 

移行することや手上げ方式により移行することなど度々議論されており、一昨年度から具体的な 

説明が始まり、令和 4 年度から 8 地域が実施、令和 5 年度には 4 地域が検討に入っています。 

   地域からは、なぜ自治センター化をしなければならないのか？自立した経営をすることで貸館等 

営利目的の事業を行うと法人税が発生するのでは？貸館料を徴収すると地域のサークルが衰退す 

るのではないか？周辺部よりも街なかの方が営利事業がやりやすいのではないか？施策のビジョ 

ンが見えてこないなどの意見があり、議会側からは出前講座を活用してほしいと回答されました。 

 また、その他の意見として、“愛の里”デイサービス終了の件や参声広場廃止の件、また下水道 

料金の見直しなどについて意見の交換がありました。 
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【各組の集合場所で安否確認】      【一時立寄り所で区長に報告】      【災害対策本部会議】 

   

 

 

 

     

【一次受付（検温）・二次受付（入所）】    【合同訓練開会式の様子】           【市長あいさつ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
  【閉会式 11：15～】  訓練報告 
 

壬生野地域と伊賀市の合同による総合防災訓練に多数の住民の皆様、市関係者の皆様にご参加 

いただきありがとうございました。この訓練をもとに、新たな課題を解決するため、今後の壬生野地域の 

防災コミュニティを高めるとともに、安否確認シートの充実、防災マニュアルの作成に努めていきます。 

壬生野地域と伊賀市の合同による 

総合防災訓練が開催されました 

【訓練想定】 

2022（令和４）11月 6 日（日）6時 50 分、壬生野地域をはじめ、 

伊賀市の大部分で震度 5 強を観測する南海トラフ地震が発生しました。 

「午前７時４５分現在の、一時立寄り所における避難状況の確認を行います。この確認は、『壬
生野地域まちづくり協議会』が定める避難状況集計表により集計をお願いします。 
尚、午前 8 時より、壬生野地区市民センターから各自治会に防災無線にて集計状況をお尋ね
しますので、ご回答ください。」と防災アプリにて発信。 
 

【訓練第 1 部】午前 7 時、壬生野地区市民センターに壬生野地域災害対策
本部を設置。各自治会は周囲の状況に注意しながら避難を開始して下さい。 

「午前 8 時 15 分から壬生野地域災害対策本部会議を開催し、壬生野地域拠点避難所を壬生
野小学校に開設することとしました。8 時 45 分から拠点避難所での受付を開始しますので、
避難を必要とされる方は、各自治会からの輸送車両により拠点避難所へ避難して下さい。受
付の際には避難者カードに必要事項を記入のうえご持参ください。」と防災アプリにて発信。 
 

【訓練第 2部】午前９時４５分、伊賀署のパトカー先導により伊賀市災害対策本部からアルファ化米

が到着。同時に、①消火班、②救出班、③拠点避難所運営班、④救護班、⑤給水・給食班の訓練を開

始。10 時 30 分から自治会毎に救援物資（アルファ化米）の引取り。組長から各戸へ配給。 

 訓練のほかに、災害体験として起震車による地震体験、煙道による避難体験のほか、災害現場等で

活躍する消防車両、警察車両のほか自衛隊車両の展示がありました。 



 

健康ウオーキング（熊野古道）を開催しました 
 

   
健康福祉部会の主催で「健康ウオーキング」を開催しました。行先は、熊野古道の「馬越峠」。 

10 月 29 日（土）は、朝から最高の秋晴れに恵まれ、参加者は全員無事に完歩しました。道の駅 
「海山」より「馬越峠」を目指し、重厚な石畳と尾鷲ヒノキの林の中を木漏れ日が注ぎました。 
苔むした石畳もあり、歩くごとに足に力が入り汗ばむ顔に心地よい風が疲れを癒してくれました。 

「馬越峠」から尾鷲の市街地が一望でき登ったと言う思い、達成感が味わえました。 
下山するのも大変、石畳が続く坂道、途中には夜泣き地蔵があり旅人の無事を祈る。石地蔵は 

現在自然石で祀られている。馬越公園まで降りてきてホッとした。参加者全員が到着したのは、 
バスの待つ尾鷲神社です。コロナウイルスの影響で３年越しの実現となりましたが、今後も楽しく 
参加して頂ける健康ウオーキングを開催していきます。地域の皆様のご参加をお待ちしています。 

 

〈健康福祉部会長 米野 滋基〉 
   

「LGBTQ」ってなんだ？ （クィア編） 
 
LGBT の L はレズビアン、G はゲイ、B はバイセクシュアル、T はトランスジェンダーを指し 

ます。最近ではそこに「Q」が付き、この Q は、クエッショニング（Questioning）とクィア（Queer） 

の２通りのセクシュアリティの在り方を表現しています。 

クエッショニングとは、自分の性別がわからない状態や納得できる性自認や性指向をわざわざ 

 探す必要がないと思っている場合などであることを 10 月号で紹介しました。 

今月はクィアについて説明します。クィアは英単語の”Queer”が語源となっており、「奇妙な、 

風代わりな、おかしな」などの昔ながらのネガティブなニュアンスを含んだ言葉です。しばしば 

ド派手なメイクアップと衣装で踊り狂うドラッグクイーンの男性がそれを自称する場合もありま 

すが、この言葉は同性愛者に向けられた差別的用語として使われてきた歴史があります。 

しかしながら昨今はそんな排他的な思考やマインドを逆手にとって、「クィア」が同性愛者当事 

者によって、肯定的な意味合いを持つ総称として使われるようになりました。よく使われる意味合 

いとしてはセクシュアルマイノリティ全般を指す用語であると共に、差別社会に対する抵抗や文化 

的なシーンで頻繁に耳にする用語として扱われています。またクエッショニング同様に、自分の性 

自認や性指向を定めていない、分からない状態を表現する際にも利用されます。 
 

〈人権・男女共同参画部会長 山本 眞司〉 
 

スマートフォン体験教室を行いました。 
 

10 月 13 日（木）に入門編、11 月 15 日（火）に基本編のスマートフォン体験教室を行い 13 

名の方が参加されました。入門編では、マップの見方とカメラ、ラインの操作を中心に、基礎編で 

は、グーグルマップ、ユーチューブ動画とラインの操作などの体験学習を行いました。 

両教室とも、スマートフォンを操作しながらの教室であったため、高齢の人からは「わかりやすく 

て良かった」、「新しい操作が知れて参考になった」、「機能が多くて使いこなせるか心配だ」。など様々 

な声が聴かれました。 



 
◇12 月のスケジュールをお知らせします。 

月 日（曜日） 行  事  名 摘  要 

12月 1日（木） 伊賀市広報配布日（コミュニティ壬生野 200号配布） 広報いが 12月号 

12月 1日（木） 年末特別警戒取締り及び年末の交通安全県民運動 

合同出動式（旧伊賀市役所駐車場） 

青色回転灯パトロール出動 

（会長・地域安全部会長） 

12月 1～10日 年末の交通安全県民運動 

街頭啓発 １２月１日(木)・１２月９日(金) 

まちづくり協議会役員及び 

各自治会役員 

12月２日（木） 第 4回壬生野地域総合防災訓練に係る小委員会 壬生野地区市民センター 

12月 4日(日) 壬生野地域環境美化活動（年末の一斉清掃） 生活・環境保全部会主管 

12月 5日（月） 第 4回地区市民センター長会議 伊賀支所 

12月 7日（水） まちづくり協議会三役会議 壬生野地区市民センター 

12月 9日（金） 壬生野歴史講座（その１）  壬生野地区市民センター 

12月 9日（金） 第 5回運営委員会・第 9回役員会   19：00～ 壬生野地区市民センター 

１２月１２日（月） 壬生野地域福祉ネットワーク会議     19：30～ 

（役員・健康福祉部会・地域安全部会） 

壬生野地区市民センター 

12月 13日（火） 壬生野園芸教室（寄せ植え教室）     伊賀の里育ち（川東地内） 

12月 15日（木） 第 2回壬生野小学校防犯ネットワーク会議 

 （役員・地域安全部会） 

壬生野地区市民センター 

12月 27日（火） 伊賀地区防犯協会伊賀支部会議 伊賀支所 

12月 28日（水） 伊賀市広報配布日（コミュニティ壬生野 201号配布） 広報いが 1月号 
 
◇第８回役員会（11 月 11 日開催）で確認された今後のスケジュールをお知らせします。 

月 日（曜日） 行  事  名 摘  要 

1月 1日（日） 第 55回霊山初詣登山大会 霊山保勝会ほか 

1月 6日（金） 第 5回地域自治推進会議 伊賀支所 

1月 7日（土） 伊賀市消防出初式 伊賀市文化会館 

1月 8日（日） 伊賀市成人式（20歳になる人） 西柘植地区市民センター 

1月 12日（木） 第 10回役員会 壬生野地区市民センター 

1月 28日（土） 文化財防火デー消防訓練（山畑 勝手神社） 東分署・分団第 3部 

2月 1日（水） 伊賀市広報配布日（コミュニティ壬生野 202号配布） 広報いが 2月号 

２月上旬 壬生野歴史講座（その２） 壬生野地区市民センター 

2月 10日（金） 人権・同和問題地区別懇談会最終報告会 壬生野地区市民センター 

３月 1日（水） 伊賀市広報配布日（コミュニティ壬生野 203号配布） 広報いが 3月号 

3月１～7日 春の全国火災予防運動  

３月１９日（日） 伊賀市成人式（19歳になる人） 西柘植地区市民センター 

3月中旬 壬生野歴史ウオーキング  

＊このスケジュールは 11月 25日現在の情報で作成しています。変更となる場合がありますのでご了承ください。 

 

壬生野地域では、住民の皆さんに『伊賀市防災・情報アプリ』の登録をお願いしています。防災情報は勿論 

地域安全や、まちづくりの情報、生涯学習講座の案内などを発信しています。ぜひ登録をお願いします。 
 

◇◇◇  ご意見・お問い合わせ・投稿は、下記までお寄せください。 ◇◇◇  

      壬生野地域まちづくり協議会事務局  ＴＥＬ 45-8900 

      


